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運用報告書（全体版） 

トレンド・アロケーション・オープン

 

 
 

第５期（決算日：2017年１月25日） 
 

 

 

受益者のみなさまへ 
 

平素は格別のご愛顧を賜り厚く御礼申し上げます。

さて、お手持ちの「トレンド・アロケーション・オー

プン」は、去る１月25日に第５期の決算を行いまし

た。ここに謹んで運用状況をご報告申し上げます。

今後とも引き続きお引き立て賜りますようお願い

申し上げます。 

 

当ファンドの仕組みは次の通りです。

商品分類 追加型投信／内外／資産複合 

信託期間 無期限（2012年３月30日設定） 

運用方針 
ファンド・オブ・ファンズ方式により、信託財
産の成長を目指して運用を行います。 

主要運用対象 

トレンド・ 
アロケー 
ション・ 
オープン 

ダイナミック・マルチアセット・
プラス・ファンド（ＪＰＹ）受益
証券、マネー・プール マザー
ファンド受益証券 

ダ イ ナ 
ミック・ 
マ ル チ 
アセット・ 
プラス・ 
ファンド 
（ＪＰＹ） 

先進国の国債、世界各国のＥＴＦ
等 

マネー・プール 
マザーファンド 

わが国の公社債 

運用方法 

・世界各国の株式・債券・リート等の幅広い
資産へ、実質的に投資します。 

・安定的な資産成長のために、市場環境に応
じて機動的な資産配分を行います。 

・為替変動リスクの低減をはかるため、外貨
建資産については、原則として対円で為替
ヘッジを行います。 

主な組入制限 
・投資信託証券への投資割合には制限を設け
ません。 

・株式への直接投資は行いません。 

分配方針 

毎年１月25日（休業日の場合は翌営業日）に
決算を行い、収益分配方針に基づいて分配を
行います。分配対象額の範囲は、経費控除後
の配当等収益と売買益（評価益を含みます。）
等の全額とします。基準価額水準、市況動向
等を勘案して、分配金額を決定します。（ただ
し、分配対象収益が少額の場合には分配を行
わない場合もあります。） 

※ 当ファンドは、課税上、株式投資信託として取り扱われます。 
※ 公募株式投資信託は税法上、「NISA（少額投資非課税制度）およびジュ

ニアNISA（未成年者少額投資非課税制度）」の適用対象です。 
詳しくは販売会社にお問い合わせください。 
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トレンド・アロケーション・オープン

ファンドマネージャーのコメント

　おかげさまで、当ファンドは2017年１月25日に第５期の決算を迎えました。日ごろより私ども
の運用に信頼をお寄せいただいております皆さま方に、心より御礼申し上げます。

　トレンド・アロケーション・オープン（以下、「トレアロ」）の当期の運用成果は4.8％の上昇
となり、2012年３月30日設定来の運用成果は15.9％となりました。
　１つの節目である第５期目を、プラスのリターンで迎えられたことを嬉しく思うと同時に、
2016年８月には純資産が1,000億円に達するなど、設定来、多くの投資家の皆さまにご支持頂いた
ことに深く感謝致します。

　当期は、金融市場に大きな動揺が何度も押し寄せた１年間でした。その動揺は、トレアロの運
用にとってマイナスの影響をもたらすこともあった一方、以下のように、トレアロの運用戦略に
おける２つの特長の大切さを再認識する機会にもなりました。

　その１つは「“予想”やその“結果”に振り回されず、『分散投資』をすること」の大切さです。
　金融市場に動揺が押し寄せた背景には、日銀によるマイナス金利導入を初め、英国の国民投票
による欧州連合（ＥＵ）離脱派の勝利や、米国大統領選挙など歴史に残るような複数のイベント
が重なったことが挙げられます。特に、ＥＵ離脱派の勝利や米国大統領選挙は、一般的な事前の
予想に反した結果となり、「予想外のことは実際に起こる」ということを改めて感じた出来事と
なりました。これは、ある予想だけに頼って資産選択をすることの危うさを示しています。資産
運用においては、１つの資産の値上がりに賭けてリターンを獲得するのではなく、『分散投資』
を通じて将来のリターンを得られる可能性を高めることが重要であると考えます。

　もう１つは、「『為替ヘッジ』によってリスクを抑えること」の大切さです。
　当期前半において、為替市場では半年間で円高ドル安が20円超進み、その間、世界的な株安が
起こる局面が何度かありました。株価下落と円高の進行によって、２つのマイナスの影響を同時
に受けるファンドが多くある中、トレアロは『為替ヘッジ』を行うことで円高によるマイナスの
影響をやわらげることができました＊。もちろん、円安時のリターンを得ることはできませんが、
トレアロはあえて為替のリスクを負わず「負けにくい投資」に重きを置いています。『為替ヘッ
ジ』の機能は、大幅な下落を回避しつつ、長期投資を継
続していただくために有効だと考えています。
＊為替ヘッジを行うことで、一般的にヘッジコストがかかります。

　トランプ新政権の始動や英国のＥＵ離脱交渉の本格化
など、トレアロを取り巻く環境は今後もめまぐるしく変
化し、予想外の事態が発生する可能性があると思われま
す。しかし、トレアロの根本的な運用戦略は変わりませ
ん。10年以上にわたってトレアロと同様の戦略で運用し
てきたアリアンツ・グローバル・インベスターズのリ
ソースを十分に活用し、今後も「負けにくい投資」を目
指して、皆さまの資産形成の一助となれますよう励んで
まいります。引き続き、トレアロを長期の資産運用の
パートナーとしてご活用いただけますよう、心よりお願
い申し上げます。

上記は、アリアンツ・グローバル・インベスターズの資料を基に、三
菱ＵＦＪ国際投信が作成したものです。

アリアンツ・グローバル・インベスターズ

シニア・ポートフォリオ・マネージャー：Dr.ミハエル・スタモス

Dr.Michael Stamos

CS5_17287204_02_os7三菱UFJ国際_トレンドアロケーションO_交運_コメント.indd   1 2017/02/17   12:05:26

― 1 ―

01_660975_添付ファンド_10pt.indd   1 2017/03/02   17:45:50



品 名：02_90003_148098_005_02_トレンド・アロケーション・オープン_660975.docx 

日 時：2017/3/2 17:46:00 

ページ：2 

 

― 2 ― 

トレンド・アロケーション・オープン

本資料 の表記にあたって  

・原則として、各表の数量、金額の単位未満は切捨て、比率は四捨五入で表記しておりますので、表中の個々の数字の合
計が合計欄の値とは一致しないことがあります。ただし、単位未満の数値については小数を表記する場合があります。

・－印は組入れまたは売買がないことを示しています。 

 

○設定以来の運用実績 
 

決 算 期 
基 準 価 額

債   券
組 入 比 率

債   券
先 物 比 率

投 資 信 託 
証   券 
組 入 比 率 

純 資 産
総 額(分配落) 

税 込 み
分 配 金

期 中
騰 落 率

(設定日) 円 円 ％ ％ ％ ％ 百万円

2012年３月30日 10,000 － － － － － 999

１期(2013年１月25日) 10,351 0 3.5 0.1 － 97.9 1,251

２期(2014年１月27日) 10,986 0 6.1 0.0 － 97.3 6,705

３期(2015年１月26日) 11,848 0 7.8 0.0 － 99.0 31,788

４期(2016年１月25日) 11,054 0 △6.7 0.0 － 99.0 88,670

５期(2017年１月25日) 11,586 0 4.8 － － 99.0 115,711
 

（注） 当ファンドの基準価額は、投資対象とする投資信託証券については、前営業日の基準価額を基に計算しております。 

（注） 設定日の基準価額は、設定時の価額です。 

（注） 当ファンドの値動きを表す適切な指数が存在しないため、ベンチマーク等はありません。 

（注） 当ファンドは親投資信託を組み入れますので、「債券組入比率」、「債券先物比率」は実質比率を記載しております。 

（注） 「債券先物比率」は買建比率－売建比率。 

（注） 設定日の純資産総額は、設定元本を表示しております。 
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トレンド・アロケーション・オープン

○当期中の基準価額と市況等の推移 

年 月 日
基 準 価 額 債   券

組 入 比 率
債   券 
先 物 比 率 

投 資 信 託
証   券
組 入 比 率 騰 落 率

(期  首) 円 ％ ％ ％ ％

2016年１月25日 11,054 － 0.0 － 99.0

１月末 11,058 0.0 0.0 － 99.0

２月末 11,172 1.1 0.0 － 99.0

３月末 11,379 2.9 0.0 － 99.0

４月末 11,394 3.1 0.0 － 99.0

５月末 11,400 3.1 0.0 － 99.0

６月末 11,575 4.7 0.0 － 99.0

７月末 11,751 6.3 0.0 － 99.0

８月末 11,743 6.2 0.0 － 99.0

９月末 11,673 5.6 － － 99.0

10月末 11,450 3.6 － － 99.0

11月末 11,374 2.9 － － 99.0

12月末 11,525 4.3 － － 98.7

(期  末)   

2017年１月25日 11,586 4.8 － － 99.0
 

（注） 当ファンドの基準価額は、投資対象とする投資信託証券については、前営業日の基準価額を基に計算しております。 

（注） 騰落率は期首比。 

（注） 当ファンドは親投資信託を組み入れますので、「債券組入比率」、「債券先物比率」は実質比率を記載しております。 

（注） 「債券先物比率」は買建比率－売建比率。 
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トレンド・アロケーション・オープン
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基準価額等の推移

運用経過

当期中の基準価額等の推移について （第５期：2016/１/26～2017/１/25）

基準価額の動き 基準価額は期首に比べ4.8％の上昇となりました。

第５期首：11,054円
第５期末：11,586円

（既払分配金 0円）
騰落率 ： 4.8％

基準価額の主な変動要因

上昇要因
先進国株式など多くの資産が底堅く推移したこと、金利上昇期に先進国国
債などの組入比率を低めに維持し、先進国株式など高リスク資産の組入比
率を高めに維持したことなどが基準価額の上昇要因となりました。
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トレンド・アロケーション・オープン

投資環境について （第５期：2016/１/26～2017/１/25）

◎国債市況
・期の前半は、日銀のマイナス金利導入の決定や欧州での欧州中央銀行（ＥＣＢ）による
追加金融緩和、米連邦準備制度理事会（ＦＲＢ）の利上げペースが緩やかになるとの観
測などから、先進国の国債の利回りは低下しました。

・期の後半は、堅調な米経済指標やＦＲＢによる利上げ観測の高まり、ＥＣＢによる追加
金融緩和見送りなどから先進国の国債の利回りは上昇しました。2016年11月にトランプ
氏が大統領選挙で勝利したことから、拡張的な財政政策によるインフレ見通しの高まり
などを受けて米国の長期金利は一段と上昇しました。

・先進国社債や新興国国債も、期の前半に利回りが低下し後半に利回りが上昇しました。

◎株式市況
・期を通じて世界の株式市場は堅調でした。英国のＥＵ離脱判明時は一時的に世界の株式
市場が下落しましたがすぐに回復しました。米国の大統領選挙後は、トランプ氏の拡張
的な財政政策への期待などから米国の株式市場は一段と上昇しました。欧州や新興国の
株式市場も期を通じて上昇しました。

・米国の大統領選挙後に米国の長期金利が上昇したことなどを受けて為替市場でドル高・
円安傾向となったことなどから日本の株式市場も上昇しました。

◎リート、コモディティ
・リートは、期の前半は上昇しましたが、期の後半は金利上昇などを受けてやや軟調でし
た。

・コモディティは期を通じて堅調に推移しました。

◎国内短期金融市場
＜無担保コール翌日物金利の推移＞
・日銀による金融緩和政策の影響を受けて、無担保コール翌日物金利は概ね０％を下回る
水準で推移しました。日銀のマイナス金利の適用開始を受けて、足下ではマイナス
0.05％程度で推移しました。

＜国庫短期証券（３ヵ月物）の利回りの推移＞
・日銀による短期国債の買入れや短期国債の需給の引き締まりなどから、国庫短期証券
（３ヵ月物）の利回りは０％を下回る水準で推移しました。期首から低下傾向となり、
2016年12月末にはマイナス0.45％程度まで低下しました。その後、短期国債の入札不調
などから上昇傾向となり、足下はマイナス0.31％程度で推移しました。
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トレンド・アロケーション・オープン

当該投資信託のポートフォリオについて

＜トレンド・アロケーション・オープン＞
・円建の外国投資信託であるダイナミック・マルチアセット・プラス・ファンド（ＪＰ
Ｙ）受益証券に投資を行いました。また、マネー・プール　マザーファンド受益証券へ
も投資を行いました。

・その結果、基準価額は期首に比べ、上昇しました。

＜ダイナミック・マルチアセット・プラス・ファンド（ＪＰＹ）＞
（当記載は、アリアンツ・グローバル・インベスターズの資料を基に、三菱ＵＦＪ国際投
信が作成したものです。）

・先進国の国債に投資を行うとともに、世界各国のＥＴＦ等を利用することで、世界各国
の株式・債券・リート等の幅広い資産に投資しました。また、組入比率の調整を目的と
して、世界各国の先物取引も利用しました。

・為替変動リスクの低減をはかるため、外貨建資産については、対円で為替ヘッジを行い
ました。

・ポートフォリオは、①基本資産配分を行う「トレンド・アロケーション」、②基本資産
配分に対する微調整を行う「タクティカル・アセット・アロケーション」、③下落リス
クへの対応を行う「ダウンサイド・リスク・マネジメント」を活用して構築しました。

・2016年10月より、新興国国債の分類を高リスク資産から低リスク資産に変更しました。

【トレンド・アロケーション】
期の初めから2016年４月末にかけては、低リスク資産の比率を高めに維持しました。５
月以降は、高リスク資産のトレンドの見通しを引き上げたことから、高リスク資産の比
率を引き上げ、先進国国債などの低リスク資産の比率を引き下げました。その結果、期
末の資産クラス別構成比は高リスク資産72.1％、低リスク資産27.9％となりました。

【タクティカル・アセット・アロケーション】
基本資産配分に対する微調整を行う「タクティカル・アセット・アロケーション」で
は、期の前半は高リスク資産の見通しを概ね弱気に、期の後半は高リスク資産の見通し
を概ねやや強気としました。

【ダウンサイド・リスク・マネジメント】
下落リスクへの対応を行う「ダウンサイド・リスク・マネジメント」による短期債券・
キャッシュの組入比率の引き上げは行いませんでした。

・上記の結果、先進国株式など多くの資産が底堅く推移したこと、金利上昇期に先進国国
債などの組入比率を低めに維持し、先進国株式など高リスク資産の組入比率を高めに維
持したことなどが基準価額のプラスに寄与しました。
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トレンド・アロケーション・オープン

期首（現地2016年１月22日）

資産クラス 比率

低リスク資産

先進国国債 34.1％

63.0％
先進国社債 3.4％

オルタナティブ －

現金等 25.5％

高リスク資産

先進国株式 21.0％

37.0％

新興国株式 0.2％

新興国国債 8.6％

コモディティ 0.4％

リート 6.7％

期末（現地2017年１月24日）

資産クラス 比率

低リスク資産

先進国国債 16.1％

27.9％
先進国社債 5.4％

新興国国債（＊１） 5.5％

現金等 0.9％

高リスク資産

先進国株式 55.7％

72.1％

新興国株式 5.4％

新興国国債（＊２） －

コモディティ 9.6％

リート 1.4％

（＊１）、（＊２）2016年10月より、新興国国債の分類を高リスク資産から低リスク資産に変更しました。

・比率はダイナミック・マルチアセット・プラス・ファンド（ＪＰＹ）の純資産総額に対する割合です。

・現金等は、短期債券を含みます。また、為替ヘッジの含み損益を含むためマイナスになることがあります。

・資産クラス別構成比は、アリアンツ・グローバル・インベスターズからの情報提供を基に表示しています。

・各数値は表示桁数未満で四捨五入して表示している場合がありますので、それを用いて計算すると誤差が生じることが

あります。

（注）当記載は、アリアンツ・グローバル・インベスターズの資料を基に、三菱ＵＦＪ国際投信が作成したものです。

＜マネー・プール　マザーファンド＞
・わが国の国債やコール・ローンおよびＣＰ現先取引などへの投資を通じて、安定した収
益の確保や常時適正な流動性の保持をめざした運用を行いましたが、運用資金に対する
マイナス金利適用などの影響を受けて、基準価額は期首と比べて下落しました。

当該投資信託のベンチマークとの差異について

・当ファンドの値動きを表す適切な指数が存在しないため、ベンチマーク等はありませ
ん。

・従って、ベンチマークおよび参考指数との対比は表記できません。

（ご参考）
資産クラス別構成比
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分配金について

収益分配金につきましては、基準価額水準、市況動向等を勘案し、次表の通りとさせてい
ただきました。収益分配に充てなかった利益（留保益）につきましては、信託財産中に留
保し、運用の基本方針に基づいて運用します。

【分配原資の内訳】 （単位：円、１万口当たり、税込み）

項目
第５期

2016年１月26日～2017年１月25日

当期分配金 －

（対基準価額比率） －％

当期の収益 －

当期の収益以外 －

翌期繰越分配対象額 1,672

（注）対基準価額比率は当期分配金（税込み）の期末基準価額（分配金込み）に対する比率であり、ファンドの収益率と

は異なります。

（注）当期の収益、当期の収益以外は小数点以下切捨てで算出しているため合計が当期分配金と一致しない場合がありま

す。

今後の運用方針

＜トレンド・アロケーション・オープン＞
◎今後の運用方針
・引き続き、円建の外国投資信託であるダイナミック・マルチアセット・プラス・ファン
ド（ＪＰＹ）受益証券に投資を行います。また、マネー・プール　マザーファンド受益
証券へも投資を行います。

＜ダイナミック・マルチアセット・プラス・ファンド（ＪＰＹ）＞
◎運用環境の見通し
・米国でのトランプ新大統領就任や英国のＥＵ離脱交渉、オランダ、フランス、ドイツで
の選挙など政治イベントが続きますが、これらの不透明要因はポジティブな景気動向を
損なわせるようなものにはならないと見ています。世界の多くの地域において経済のト
レンドは上向きで安定していると判断しています。一方、米国と欧州の金融政策のカイ
離の拡大が予想され、市場に与える影響に注意していく方針です。
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◎今後の運用方針
（当記載は、アリアンツ・グローバル・インベスターズの資料を基に、三菱ＵＦＪ国際投
信が作成したものです。）

・先進国の国債に投資を行うとともに、世界各国のＥＴＦ等を利用することで、世界各国
の株式・債券・リート等の幅広い資産に投資します。

・為替変動リスクの低減をはかるため、外貨建資産については、原則として対円で為替
ヘッジを行う方針です。

・ポートフォリオは、①基本資産配分を行う「トレンド・アロケーション」、②基本資産
配分に対する微調整を行う「タクティカル・アセット・アロケーション」、③下落リス
クへの対応を行う「ダウンサイド・リスク・マネジメント」を活用して構築します。

＜マネー・プール　マザーファンド＞
◎運用環境の見通し
・原油価格の上昇などを背景に物価は緩やかに上昇していくと予想していますが、日銀の
物価目標である２％には届かないと考えています。したがって、今後も金融緩和政策が
継続すると想定されることから、短期金利は低位で推移すると予想しています。

◎今後の運用方針
・わが国の国債や短期国債（国庫短期証券）現先取引、コール・ローンおよびＣＰ現先取
引等への投資を通じて、安定した収益の確保や常時適正な流動性の保持をめざした運用
を行います。
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○１万口当たりの費用明細 (2016年１月26日～2017年１月25日) 

項 目 
当 期 

項 目 の 概 要 
金 額 比 率

  円 ％  

（a） 信 託 報 酬 78  0.684 (a)信託報酬＝期中の平均基準価額×信託報酬率× 
           （期中の日数÷年間日数） 

 （ 投 信 会 社 ） (37)  (0.326) ファンドの運用・調査、受託会社への運用指図、基準価額の算出、目論見書
等の作成等の対価 

 （ 販 売 会 社 ） (37)  (0.326) 交付運用報告書等各種書類の送付、顧客口座の管理、購入後の情報提供等 
の対価 

 （ 受 託 会 社 ） ( 4)  (0.033) ファンドの財産の保管および管理、委託会社からの運用指図の実行等の対価

（b） そ の 他 費 用 1   0.011  (b)その他費用＝期中のその他費用÷期中の平均受益権口数 

 （ 監 査 費 用 ） ( 1)  (0.011) ファンドの決算時等に監査法人から監査を受けるための費用 

 （ そ の 他 ） ( 0)  (0.000) 信託事務の処理等に要するその他諸費用 

 合 計 79   0.695   

期中の平均基準価額は、11,457円です。  

 
（注） 期中の費用（消費税等のかかるものは消費税等を含む）は、追加・解約により受益権口数に変動があるため、簡便法により算出した結

果です。 

（注） 各金額は項目ごとに円未満は四捨五入してあります。 

（注） その他費用は、このファンドが組み入れている親投資信託が支払った金額のうち、当ファンドに対応するものを含みます。 

（注） 各項目の費用は、このファンドが組み入れている投資信託証券（マザーファンドを除く。）が支払った費用を含みません。 

（注） 各比率は１万口当たりのそれぞれの費用金額（円未満の端数を含む）を期中の平均基準価額で除して100を乗じたもので、項目ごとに

小数第３位未満は四捨五入してあります。 

 

○売買及び取引の状況 (2016年１月26日～2017年１月25日) 

 

 

銘 柄 
買 付 売 付 

口 数 金 額 口 数 金 額 

国 
内 

 千口 千円 千口 千円 
ダイナミック・マルチアセット・プラス・ファンド（ＪＰＹ） 25,536,554 27,305,399 1,646,624 1,778,912 

 
（注） 金額は受渡代金。 

 

  

投資信託証券 
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トレンド・アロケーション・オープン

○利害関係人との取引状況等 (2016年１月26日～2017年１月25日) 

 

 該当事項はございません。 

 
利害関係人とは、投資信託及び投資法人に関する法律第11条第1項に規定される利害関係人です。 

 

○組入資産の明細 (2017年１月25日現在) 

 

銘 柄 
期首(前期末) 当 期 末 

口 数 口 数 評 価 額 比 率 

 千口 千口 千円 ％

ダイナミック・マルチアセット・プラス・ファンド（ＪＰＹ） 83,012,517 106,902,446 114,556,661 99.0

合 計 83,012,517 106,902,446 114,556,661 99.0
 

（注） 比率はトレンド・アロケーション・オープンの純資産総額に対する比率。 

 

 

銘 柄 
期首(前期末) 当 期 末 

口 数 口 数 評 価 額 

 千口 千口 千円

マネー・プール マザーファンド 997 997 1,001
 
 
 

○投資信託財産の構成 (2017年１月25日現在) 

項 目 
当 期 末 

評 価 額 比 率 

 千円 ％

投資信託受益証券 114,556,661 98.2

マネー・プール マザーファンド 1,001 0.0

コール・ローン等、その他 2,079,488 1.8

投資信託財産総額 116,637,150 100.0
 
 
 

 

親投資信託残高 
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○資産、負債、元本及び基準価額の状況 （2017年１月25日現在) 

項 目 当 期 末 

  円

(A) 資産 116,637,150,317  

 コール・ローン等 2,079,486,502  

 投資信託受益証券(評価額) 114,556,661,820  

 マネー・プール マザーファンド(評価額) 1,001,995  

(B) 負債 925,575,122  

 未払金 61,614,210  

 未払解約金 497,985,049  

 未払信託報酬 360,254,611  

 未払利息 2,984  

 その他未払費用 5,718,268  

(C) 純資産総額(Ａ－Ｂ) 115,711,575,195  

 元本 99,869,375,143  

 次期繰越損益金 15,842,200,052  

(D) 受益権総口数 99,869,375,143口

 １万口当たり基準価額(Ｃ／Ｄ) 11,586円
 
＜注記事項＞ 

①期首元本額 80,217,682,524円 

期中追加設定元本額 35,340,509,116円 

期中一部解約元本額 15,688,816,497円 

また、１口当たり純資産額は、期末1.1586円です。 
 

○損益の状況 (2016年１月26日～2017年１月25日) 

項 目 当 期 

  円

(A) 配当等収益 3,538,891,695  

 受取配当金 3,539,467,598  

 受取利息 52,206  

 支払利息 △       628,109  

(B) 有価証券売買損益 1,007,373,661  

 売買益 2,345,108,924  

 売買損 △ 1,337,735,263  

(C) 信託報酬等 △   691,099,122  

(D) 当期損益金(Ａ＋Ｂ＋Ｃ) 3,855,166,234  

(E) 前期繰越損益金 △ 3,927,859,556  

(F) 追加信託差損益金 15,914,893,374  

 (配当等相当額) (  12,601,415,347) 

 (売買損益相当額) (   3,313,478,027) 

(G) 計(Ｄ＋Ｅ＋Ｆ) 15,842,200,052  

(H) 収益分配金 0  

 次期繰越損益金(Ｇ＋Ｈ) 15,842,200,052  

 追加信託差損益金 15,914,893,374  

 (配当等相当額) (  12,601,415,370) 

 (売買損益相当額) (   3,313,478,004) 

 分配準備積立金 4,098,257,023  

 繰越損益金 △ 4,170,950,345  
 

（注） (B)有価証券売買損益は期末の評価換えによるものを含みます。

（注） (C)信託報酬等には信託報酬に対する消費税等相当額を含めて

表示しています。 

（注） (F)追加信託差損益金とあるのは、信託の追加設定の際、追加設

定をした価額から元本を差し引いた差額分をいいます。 
 

②分配金の計算過程 

項 目 
2016年１月26日～ 
2017年１月25日 

費用控除後の配当等収益額 3,000,946,702円

費用控除後・繰越欠損金補填後の有価証券売買等損益額 －円

収益調整金額 12,601,415,370円

分配準備積立金額 1,097,310,321円

当ファンドの分配対象収益額 16,699,672,393円

１万口当たり収益分配対象額 1,672円

１万口当たり分配金額 －円

収益分配金金額 －円
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＊三菱ＵＦＪ国際投信では本資料のほかに当ファンドに関する情報等の開示を行っている場合があります。詳しくは、取り扱い販売会社に

お問い合わせいただくか、当社ホームページ（http://www.am.mufg.jp/）をご覧ください。 

 
［ お 知 ら せ ］ 

2014年１月１日から、2037年12月31日までの間、普通分配金並びに解約時又は償還時の差益に対し、所得税15％に2.1％の率を乗じた復興

特別所得税が付加され、20.315％（所得税15％、復興特別所得税0.315％、地方税５％（法人受益者は15.315％の源泉徴収が行われます。））

の税率が適用されます。 
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○（参考情報）親投資信託の組入資産の明細 (2017年１月25日現在) 

＜マネー・プール マザーファンド＞ 
 下記は、マネー・プール マザーファンド全体(348,924千口)の内容です。 

 

区 分 
当 期 末 

評 価 額 比 率 

 千円 ％

コマーシャル・ペーパー 299,999 85.6
 

（注） 比率は、親投資信託の純資産総額に対する評価額の割合。 

 

 

国内その他有価証券 
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ダイナミック・マルチアセット・プラス・ファンド（ＪＰＹ）

〈参考〉投資する投資信託証券およびその概要

　当ファンドは、トレンド・アロケーション・オープンが投資対象とする円建の外国投資信託証券です。

■当ファンドの仕組みは次の通りです。

名 称 ダイナミック・マルチアセット・プラス・ファンド（ＪＰＹ）

運 用 方 針

アリアンツ・グローバル・インベスターズ・ゲーエムベーハー［旧社名：アリアンツ・グローバ

ル・インベスターズ・ヨーロッパ・ゲーエムベーハー］の「ダイナミック・マルチアセット・プラ

ス戦略」による運用を行います。

・ダイナミック・マルチアセット・プラス戦略は、アクティブなアセット・アロケーションとダウ

ンサイド・リスク低減のためのリスク・マネジメントを組合せることにより、リスク調整後の良

好なリターンの獲得を目指します。

投 資 顧 問 会 社
アリアンツ・グローバル・インベスターズ・ゲーエムベーハー

［旧社名：アリアンツ・グローバル・インベスターズ・ヨーロッパ・ゲーエムベーハー］

信 託 期 限 無期限

設 定 日 2012年３月30日

会 計 年 度 毎年３月末

収 益 分 配 原則として、毎月分配を行います。
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アリアンツ・グローバル・インベスターズの「ダイナミック・マルチアセット・プラス戦略」に

よる運用を行います。

・ダイナミック・マルチアセット・プラス戦略は、「基本資産配分（トレンド・アロケーション）」、

「基本資産配分に対する微調整（タクティカル・アセット・アロケーション）」、「下落リスクへ

の対応（ダウンサイド・リスク・マネジメント）」を組合せることにより、リスク調整後の良好

なリターンの獲得を目指します。

※アリアンツ・グローバル・インベスターズのドイツ拠点です。

ダイナミック・マルチアセット・プラス・ファンド（ＪＰＹ）
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ダイナミック・マルチアセット・プラス・ファンド（ＪＰＹ）

損益計算書、純資産変動計算書、投資明細表は、入手可能なFinancial Statementsから抜粋し、
編集および一部翻訳したものです。

１．損益計算書

（2016年３月31日に終了する期間） 

（円で表示）

投資収益

　　受取利息（外国税額控除後）

　　受取配当金（外国税額控除後）

　　　　投資収益合計

費用

　　運用受託報酬

　　会計処理および管理手数料

　　保管費用

　　名義書換事務代行手数料

　　専門家報酬

　　登録手数料

　　受託者報酬

　　その他の費用

　　　　費用合計

投資純損益

実現および未実現損益：

実現損益：

　　投資有価証券

　　先物取引

　　外国通貨取引および為替予約取引

　　実現純損益

未実現評価損益の純変動：

　　投資有価証券
　　先物取引

　　外国通貨取引および為替予約取引

　　未実現評価損益の純変動

実現および未実現損益（純額）

営業活動による純資産の増減（純額）

（注） （　）内の金額は、マイナスの金額です。

ダイナミック・マルチアセット・プラス・ファンド（ＪＰＹ）

90003_ダイナミック・マルチアセット・プラス・ファンド（ＪＰＹ）_661664.indd   1 2017/02/08   11:17:55
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２．純資産変動計算書

（2016年３月31日に終了する期間） 

（円で表示）

運用による純資産の増減額：

　　投資純損益

　　実現純損益

　　未実現評価損益の純変動

　　　　運用による純資産の増減額

分配額

ファンドユニットの取引による純資産の増減額

純資産の増減額

純資産

期首

期末

ファンドユニット取引

ユニット数

　　　　　発行

　　　　　買戻し

　　　　　償還

ユニット増減数

金額

　　　　　発行

　　　　　買戻し

　　　　　償還

ファンドユニット取引による増減額

ダイナミック・マルチアセット・プラス・ファンド（ＪＰＹ）

90003_ダイナミック・マルチアセット・プラス・ファンド（ＪＰＹ）_661664.indd   2 2017/02/08   11:17:56
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３．投資明細表
 （2016年３月31日現在）

（円で表示）

 元本金額 銘柄名 公正価値

ダイナミック・マルチアセット・プラス・ファンド（ＪＰＹ）

90003_ダイナミック・マルチアセット・プラス・ファンド（ＪＰＹ）_661664.indd   3 2017/02/08   11:17:56
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 （2016年３月31日現在）

（円で表示）

 元本金額 銘柄名 純資産比率 公正価値

口数

ダイナミック・マルチアセット・プラス・ファンド（ＪＰＹ）

90003_ダイナミック・マルチアセット・プラス・ファンド（ＪＰＹ）_661664.indd   4 2017/02/08   11:17:56
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（2016年３月31日現在）
（円で表示）

先物取引残高

ポジション 銘柄 限月 契約数 
未実現

評価損益
 

ファンドレベルでの為替予約取引残高

取得 取引相手 契約額 決済日 売却 契約額 
未実現
評価益 

未実現
評価損 

未実現
評価損益
（純額）

 

ダイナミック・マルチアセット・プラス・ファンド（ＪＰＹ）

90003_ダイナミック・マルチアセット・プラス・ファンド（ＪＰＹ）_661664.indd   5 2017/02/08   11:17:56

― 20 ―

05_660975_添付ファンド_10pt.indd   20 2017/03/02   17:46:09



（2016年３月31日現在）
（円で表示）

デリバティブの額

 取引相手 
デリバティブ
資産の額  

デリバティブ
負債の額

店頭デリバティブ

　　為替予約

マスターネッティング契約の対象とな
らないデリバティブ合計

清算集中されるデリバティブ

　　先物取引

貸借対照表におけるデリバティブ合計

通貨略称　　　　　　　　　　　

ダイナミック・マルチアセット・プラス・ファンド（ＪＰＹ）

90003_ダイナミック・マルチアセット・プラス・ファンド（ＪＰＹ）_661664.indd   6 2017/02/08   11:17:56
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マネー・プール マザーファンド154024 

 

 

○最近５期の運用実績 
 

決 算 期
基 準 価 額

債   券
組 入 比 率

債   券 
先 物 比 率 

純 資 産
総 額 

期 中
騰 落 率

 円 ％ ％ ％ 百万円

11期(2015年１月14日) 10,047 0.0 84.8 － 1,179

12期(2015年７月14日) 10,049 0.0 85.2 － 821

13期(2016年１月14日) 10,049 0.0 70.3 － 852

14期(2016年７月14日) 10,050 0.0 62.2 － 241

15期(2017年１月16日) 10,047 △0.0 － － 355
 

（注） 当ファンドの値動きを表す適切な指数が存在しないため、ベンチマーク等はありません。 

（注） 「債券先物比率」は買建比率－売建比率。 

 

○当期中の基準価額と市況等の推移 

年 月 日 
基 準 価 額 債   券 

組 入 比 率 
債   券
先 物 比 率 騰 落 率

(期  首) 円 ％ ％ ％

2016年７月14日 10,050 － 62.2 －

７月末 10,049 △0.0 63.1 －

８月末 10,048 △0.0 66.0 －

９月末 10,047 △0.0 － －

10月末 10,047 △0.0 － －

11月末 10,047 △0.0 － －

12月末 10,047 △0.0 － －

(期  末)  

2017年１月16日 10,047 △0.0 － －
 

（注） 騰落率は期首比。 

（注） 「債券先物比率」は買建比率－売建比率。 

マネー・プール マザーファンド 

《第15期》決算日2017年１月16日 

[計算期間：2016年７月15日～2017年１月16日] 

「マネー・プール マザーファンド」は、１月16日に第15期の決算を行いました。 

以下、法令・諸規則に基づき、当マザーファンドの第15期の運用状況をご報告申し上げます。 
 

運 用 方 針 わが国の公社債に投資し、安定した収益の確保を目指して運用を行います。 

主 要 運 用 対 象 わが国の公社債 

主 な 組 入 制 限 外貨建資産への投資は行いません。 
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マネー・プール マザーファンド

○運用経過 
●当期中の基準価額等の推移について 

◎基準価額の動き 
基準価額は期首に比べて0.03％の下落となりま

した。 

 

 
 

●投資環境について 

◎国内短期金融市場 
＜無担保コール翌日物金利の推移＞ 

・ 日銀による金融緩和政策の影響を受けて、無担

保コール翌日物金利は０％を下回る水準で推移

しました。日銀のマイナス金利の適用を受けて、

足下ではマイナス0.05％程度で推移しました。 

 

＜国庫短期証券（３ヵ月物）の利回りの推移＞ 

・ 日銀による短期国債の買入れや短期国債の需給

の引き締まりなどから、国庫短期証券（３ヵ月

物）の利回りはマイナス0.2％を下回る水準で推

移しました。2016年12月末にはマイナス0.45％

まで低下しました。その後、短期国債の入札不

調などから上昇傾向となり、足下はマイナス

0.27％程度で推移しました。 

 

●当該投資信託のポートフォリオについて 
・わが国の国債やコール・ローンおよびＣＰ現先

取引などへの投資を通じて、安定した収益の確

保や常時適正な流動性の保持をめざした運用を

行いましたが、運用資金に対するマイナス金利

適用などの影響を受けて、基準価額は期首と比

べて下落しました。 

 

○今後の運用方針 
◎運用環境の見通し 
・ 原油価格の上昇などを背景に物価は緩やかに上

昇していくと予想していますが、日銀の物価目

標である２％には届かないと考えています。し

たがって、今後も金融緩和政策が継続すると想

定されることから、短期金利は低位で推移する

と予想しています。 

 

◎今後の運用方針 
・ わが国の国債や短期国債（国庫短期証券）現先

取引、コール・ローンおよびＣＰ現先取引など

への投資を通じて、安定した収益の確保や常時

適正な流動性の保持をめざした運用を行います。 
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マネー・プール マザーファンド

○１万口当たりの費用明細 (2016年７月15日～2017年１月16日) 

 

 該当事項はございません。 

 

○売買及び取引の状況 (2016年７月15日～2017年１月16日) 

 

 

 買 付 額 売 付 額 

国 

内 

 千円 千円 
国債証券 － － 
 (150,000)

 
（注） 金額は受渡代金。（経過利子分は含まれておりません。） 

（注） ( )内は償還等による増減分です。 

 

 

 買 付 額 売 付 額 

国 
内 

 千円 千円 
コマーシャル・ペーパー 16,099,992 15,799,993 

 
（注） 金額は受渡代金。 

 

○利害関係人との取引状況等 (2016年７月15日～2017年１月16日) 

 

 該当事項はございません。 

 
利害関係人とは、投資信託及び投資法人に関する法律第11条第1項に規定される利害関係人です。 

 

○組入資産の明細 (2017年１月16日現在) 

 

区 分 
当 期 末 

評 価 額 比 率 

 千円 ％

コマーシャル・ペーパー 299,999 84.4
 

（注） 比率は、純資産総額に対する評価額の割合。 

 

公社債 

その他有価証券 

国内その他有価証券 
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マネー・プール マザーファンド

○投資信託財産の構成 (2017年１月16日現在) 

項 目 
当 期 末 

評 価 額 比 率 

 千円 ％

その他有価証券 299,999 84.4

コール・ローン等、その他 55,403 15.6

投資信託財産総額 355,402 100.0
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マネー・プール マザーファンド

○資産、負債、元本及び基準価額の状況 （2017年１月16日現在) 

項 目 当 期 末 

  円

(A) 資産 355,402,840  

 コール・ローン等 55,403,013  

 その他有価証券(評価額） 299,999,827  

(B) 負債 192  

 未払解約金 112  

 未払利息 80  

(C) 純資産総額(Ａ－Ｂ) 355,402,648  

 元本 353,746,538  

 次期繰越損益金 1,656,110  

(D) 受益権総口数 353,746,538口

 １万口当たり基準価額(Ｃ／Ｄ) 10,047円
 
＜注記事項＞ 

①期首元本額 240,621,739円 

期中追加設定元本額 527,320,395円 

期中一部解約元本額 414,195,596円 

また、１口当たり純資産額は、期末1.0047円です。 

○損益の状況 (2016年７月15日～2017年１月16日) 

項 目 当 期 

  円

(A) 配当等収益 446,914  

 受取利息 465,423  

 支払利息 △   18,509  

(B) 有価証券売買損益 △  511,500  

 売買損 △  511,500  

(C) 当期損益金(Ａ＋Ｂ) △   64,586  

(D) 前期繰越損益金 1,192,125  

(E) 追加信託差損益金 2,478,977  

(F) 解約差損益金 △1,950,406  

(G) 計(Ｃ＋Ｄ＋Ｅ＋Ｆ) 1,656,110  

 次期繰越損益金(Ｇ) 1,656,110  
 

（注） (B)有価証券売買損益は期末の評価換えによるものを含みます。

（注） (E)追加信託差損益金とあるのは、信託の追加設定の際、追加設

定をした価額から元本を差し引いた差額分をいいます。 

（注） (F)解約差損益金とあるのは、中途解約の際、元本から解約価額

を差し引いた差額分をいいます。 

 

②期末における元本の内訳（当親投資信託を投資対象とする投資信託ごとの元本額） 

世界好利回りＣＢファンド 2013-03 為替ヘッジあり 99,642円 

世界好利回りＣＢファンド 2013-03 円高ヘッジ・円安追随型 99,642円 

短期ハイ・イールド債ファンド（為替ヘッジあり）2013-12 99,582円 

短期ハイ・イールド債ファンド（為替ヘッジあり）2014-02 99,572円 

短期ハイ・イールド債ファンド（為替ヘッジあり）2014-03 99,572円 

短期ハイ・イールド債ファンド（為替ヘッジあり）2014-04 99,562円 

先進国高利回り社債ファンド（為替ヘッジあり）2014-09 99,553円 

先進国高利回り社債ファンド（為替ヘッジあり）2014-12 99,533円 

先進国高利回り社債ファンド（為替ヘッジなし・早期償還条項付）2014-12 99,533円 

先進国高利回り社債ファンド（為替ヘッジあり）2015-03 99,523円 

先進国高利回り社債ファンド（為替ヘッジなし）2015-03 99,523円 

先進国高利回り社債ファンド（為替ヘッジなし・早期償還条項付）2015-03 99,523円 

新興国公社債オープン（通貨選択型）円コース（毎月決算型） 1,692,054円 

新興国公社債オープン（通貨選択型）米ドルコース（毎月決算型） 200,000円 

新興国公社債オープン（通貨選択型）豪ドルコース（毎月決算型） 1,008,738円 

新興国公社債オープン（通貨選択型）南アフリカ・ランドコース（毎月決算型） 63,697円 

新興国公社債オープン（通貨選択型）ブラジル・レアルコース（毎月決算型） 6,316,452円 

新興国公社債オープン（通貨選択型）中国元コース（毎月決算型） 19,989円 

新興国公社債オープン（通貨選択型）マネー・プール・ファンド（年２回決算型） 7,175,109円 

世界投資適格債オープン（通貨選択型）円コース（毎月決算型） 5,154,901円 

世界投資適格債オープン（通貨選択型）米ドルコース（毎月決算型） 49,966円 

世界投資適格債オープン（通貨選択型）豪ドルコース（毎月決算型） 995,161円 

世界投資適格債オープン（通貨選択型）ブラジル・レアルコース（毎月決算型） 2,234,005円 

世界投資適格債オープン（通貨選択型）中国元コース（毎月決算型） 28,349円 

世界投資適格債オープン（通貨選択型）インドネシア・ルピアコース（毎月決算型） 1,013,875円 

世界投資適格債オープン（通貨選択型）マネー・プール・ファンドⅡ（年２回決算型） 6,982,652円 

マネー・プール・ファンドⅣ 1,144,801円 

マネー・プール・ファンドⅥ 225,471,608円 

マネー・プール・ファンドⅦ（適格機関投資家専用） 976,338円 

米国ハイ・イールド債オープン（通貨選択型）円コース（毎月決算型） 4,314,823円 
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マネー・プール マザーファンド

米国ハイ・イールド債オープン（通貨選択型）米ドルコース（毎月決算型） 119,857円 

米国ハイ・イールド債オープン（通貨選択型）豪ドルコース（毎月決算型） 769,078円 

米国ハイ・イールド債オープン（通貨選択型）ブラジル・レアルコース（毎月決算型） 15,855,020円 

米国ハイ・イールド債オープン（通貨選択型）中国元コース（毎月決算型） 19,977円 

米国ハイ・イールド債オープン（通貨選択型）インドネシア・ルピアコース（毎月決算型） 554,401円 

米国ハイ・イールド債オープン（通貨選択型）資源国通貨バスケットコース（毎月決算型） 1,608,548円 

米国ハイ・イールド債オープン（通貨選択型）トルコ・リラコース（毎月決算型） 19,961円 

米国ハイ・イールド債オープン（通貨選択型）メキシコ・ペソコース（毎月決算型） 19,925円 

米国ハイ・イールド債オープン（通貨選択型）マネー・プール・ファンドⅤ（年２回決算型） 26,506,066円 

米国高利回り社債ファンド（毎月決算型） 999円 

米国高利回り社債・円ファンド（毎月決算型） 999円 

米国高利回り社債・ブラジル・レアルファンド（毎月決算型） 999円 

トレンド・アロケーション・オープン 997,308円 

国際オルタナティブ戦略 ＱＴＸ－ウィントン・アルファ・インベストメント・オープン（円ヘッジ）成長型 99,562円 

国際オルタナティブ戦略 ＱＴＸ－ウィントン・アルファ・インベストメント・オープン（円ヘッジ）分配型 99,562円 

国際オルタナティブ戦略 ＱＴＸ－ウィントン・アルファ・インベストメント・オープン（円ヘッジなし）成長型 99,562円 

国際オルタナティブ戦略 ＱＴＸ－ウィントン・アルファ・インベストメント・オープン（円ヘッジなし）分配型 99,561円 

エマージング社債オープン（毎月決算型）為替ヘッジあり 99,682円 

エマージング社債オープン（毎月決算型）為替ヘッジなし 99,682円 

国際オーストラリア債券オープン（毎月決算型） 997円 

リスク・パリティαオープン 995円 

米国エネルギーＭＬＰオープン（毎月決算型）為替ヘッジあり 996,215円 

米国エネルギーＭＬＰオープン（毎月決算型）為替ヘッジなし 996,215円 

国際 アジア・リート・ファンド（通貨選択型）為替ヘッジなしコース（毎月決算型） 99,602円 

国際 アジア・リート・ファンド（通貨選択型）円コース（毎月決算型） 99,602円 

国際 アジア・リート・ファンド（通貨選択型）インド・ルピーコース（毎月決算型） 99,602円 

国際 アジア・リート・ファンド（通貨選択型）インドネシア・ルピアコース（毎月決算型） 99,602円 

国際 アジア・リート・ファンド（通貨選択型）マレーシア・リンギコース（毎月決算型） 99,602円 

国際・キャピタル 日本株式オープン（通貨選択型）円コース（１年決算型） 99,592円 

国際・キャピタル 日本株式オープン（通貨選択型）円コース（毎月決算型） 99,592円 

国際・キャピタル 日本株式オープン（通貨選択型）米ドルコース（１年決算型） 99,592円 

国際・キャピタル 日本株式オープン（通貨選択型）米ドルコース（毎月決算型） 99,592円 

国際・キャピタル 日本株式オープン（通貨選択型）ユーロコース（１年決算型） 99,592円 

国際・キャピタル 日本株式オープン（通貨選択型）ユーロコース（毎月決算型） 99,592円 

国際・キャピタル 日本株式オープン（通貨選択型）豪ドルコース（１年決算型） 99,592円 

国際・キャピタル 日本株式オープン（通貨選択型）豪ドルコース（毎月決算型） 99,592円 

国際・キャピタル 日本株式オープン（通貨選択型）ブラジル・レアルコース（１年決算型） 99,592円 

国際・キャピタル 日本株式オープン（通貨選択型）ブラジル・レアルコース（毎月決算型） 99,592円 

国際・キャピタル 日本株式オープン（通貨選択型）メキシコ・ペソコース（１年決算型） 99,592円 

国際・キャピタル 日本株式オープン（通貨選択型）メキシコ・ペソコース（毎月決算型） 99,592円 

国際・キャピタル 日本株式オープン（通貨選択型）トルコ・リラコース（１年決算型） 9,960円 

国際・キャピタル 日本株式オープン（通貨選択型）トルコ・リラコース（毎月決算型） 9,960円 

国際・キャピタル 日本株式オープン（通貨選択型）ロシア・ルーブルコース（１年決算型） 9,986円 

国際・キャピタル 日本株式オープン（通貨選択型）ロシア・ルーブルコース（毎月決算型） 9,986円 

国際・キャピタル 日本株式オープン（通貨選択型）中国元コース（１年決算型） 9,960円 

国際・キャピタル 日本株式オープン（通貨選択型）中国元コース（毎月決算型） 9,960円 

国際・キャピタル 日本株式オープン（通貨選択型）南アフリカ・ランドコース（１年決算型） 9,960円 

国際・キャピタル 日本株式オープン（通貨選択型）南アフリカ・ランドコース（毎月決算型） 9,960円 

国際・キャピタル 日本株式オープン（通貨選択型）インドネシア・ルピアコース（１年決算型） 9,986円 

国際・キャピタル 日本株式オープン（通貨選択型）インドネシア・ルピアコース（毎月決算型） 99,592円 

国際・キャピタル 日本株式オープン（通貨選択型）マネー・プール・ファンドⅨ（１年決算型） 12,682,871円 

国際・キャピタル 日本株式オープン（通貨選択型）マネー・プール・ファンドⅩ（年２回決算型） 23,799,047円 

欧州アクティブ株式オープン（為替ヘッジあり） 4,979円 

欧州アクティブ株式オープン（為替ヘッジなし） 4,979円 
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マネー・プール マザーファンド

ＵＳ短期ハイ・イールド債オープン 為替プレミアムコース（毎月決算型） 99,562円 

ＵＳ短期ハイ・イールド債オープン 為替ヘッジありコース（毎月決算型） 9,957円 

ＵＳ短期ハイ・イールド債オープン 為替ヘッジありコース（年２回決算型） 9,957円 

ＵＳ短期ハイ・イールド債オープン 為替ヘッジなしコース（毎月決算型） 9,957円 

ＵＳ短期ハイ・イールド債オープン 為替ヘッジなしコース（年２回決算型） 9,957円 

優先証券プラス・オープン 為替プレミアムコース（毎月決算型） 9,956円 

優先証券プラス・オープン 為替ヘッジありコース（毎月決算型） 9,956円 

優先証券プラス・オープン 為替ヘッジなしコース（毎月決算型） 9,956円 

優先証券プラス・オープン 為替プレミアムコース（年２回決算型） 9,956円 

優先証券プラス・オープン 為替ヘッジありコース（年２回決算型） 9,956円 

優先証券プラス・オープン 為替ヘッジなしコース（年２回決算型） 9,956円 

米国成長株オープン 996円 

世界CoCosオープン 為替プレミアムコース（毎月決算型） 9,953円 

世界CoCosオープン 為替ヘッジありコース（毎月決算型） 9,953円 

世界CoCosオープン 為替ヘッジなしコース（毎月決算型） 9,953円 

アジアリート戦略オープン（為替ヘッジあり）毎月決算型 9,952円 

アジアリート戦略オープン（為替ヘッジあり）年２回決算型 9,952円 

アジアリート戦略オープン（為替ヘッジなし）毎月決算型 9,952円 

アジアリート戦略オープン（為替ヘッジなし）年２回決算型 9,952円 

合計 353,746,538円 
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